
令和８年度 　日野市立 大坂上中学校 経営重点計画　 令和８年６月公表

★目指す学校像（ビジョン）

4 ９０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 4 生徒のアンケートで、９０％以上が「授業の場において、自分で考え、自分で課題解決に取り組めた」と回答した。

3 ８０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 3 生徒のアンケートで、８０％以上が「授業の場において、自分で考え、自分で課題解決に取り組めた」と回答した。

2 ７０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 2 生徒のアンケートで、７０％以上が「授業の場において、自分で考え、自分で課題解決に取り組めた」と回答した。

1 計画的、組織的に取組を行った教員が７０％に満たなかった。 1 生徒のアンケートで、「授業の場において、自分で考え、自分で課題解決に取り組めた」と回答した生徒が７０％未満。

4 ９０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 4 生徒のアンケートで、９０％以上が「自分は学校のルールを守って行動している」と回答した。

3 ８０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 3 生徒のアンケートで、８０％以上が「自分は学校のルールを守って行動している」と回答した。

2 ７０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 2 生徒のアンケートで、７０％以上が「自分は学校のルールを守って行動している」と回答した。

1 計画的、組織的に取組を行った教員が７０％に満たなかった。 1 生徒のアンケートで、「自分は学校のルールを守って行動している」と回答した生徒が７０％未満。

4 ９０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 4 保護者のアンケートで、９０%以上の保護者が「学校の子供への支援が合理的で適切である」と回答した。

3 ８０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 3 保護者のアンケートで、８０%以上の保護者が「学校の子供への支援が合理的で適切である」と回答した。

2 ７０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 2 保護者のアンケートで、７０%以上の保護者が「学校の子供への支援が合理的で適切である」と回答した。

1 計画的、組織的に取組を行った教員が７０％に満たなかった。 1 保護者のアンケートで、「学校の子供への支援が合理的で適切である」と回答した保護者は７０％未満。

4 ９０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 4 生徒のアンケートで、９０％以上が「自分はいじめをしていない」と回答した。

3 ８０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 3 生徒のアンケートで、８０％以上が「自分はいじめをしていない」と回答した。

2 ７０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 2 生徒のアンケートで、７０％以上が「自分はいじめをしていない」と回答した。

1 計画的、組織的に取組を行った教員が７０％に満たなかった。 1 生徒のアンケートで、「自分はいじめをしていない」と回答した生徒が８５％未満。

4 ９０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 4 生徒のアンケートで、９０％以上が「総合的な学習の時間の授業に主体的に取り組んだ」と回答した。

3 ８０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 3 生徒のアンケートで、８０％以上が「総合的な学習の時間の授業に主体的に取り組んだ」と回答した。

2 ７０％以上の教員が、計画的、組織的に取組を行った。 2 生徒のアンケートで、７０％以上が「総合的な学習の時間の授業に主体的に取り組んだ」と回答した。

1 計画的、組織的に取組を行った教員が７０％に満たなかった。 1 生徒のアンケートで、「総合的な学習の時間の授業に主体的に取り組んだ」と回答した生徒が７０％未満。

4 ７０％以上の教員が、具体的な取組に関わった。 4 生徒のアンケートで、７０％以上が「学校や地域などのボランティア活動に参加したことがある」と回答した。

3 ６０％以上の教員が、具体的な取組に関わった。 3 生徒のアンケートで、６０％以上が「学校や地域などのボランティア活動に参加したことがある」と回答した。

2 ５０％以上の教員が、具体的な取組に関わった。 2 生徒のアンケートで、５０％以上が「学校や地域などのボランティア活動に参加したことがある」と回答した。

1 具体的な取組に関わった教員が５０％に満たなかった。 1 生徒のアンケートで、「学校や地域などのボランティア活動に参加したことがある」と回答した生徒が５０％未満。

【目指す教師像】

評価指標・評価基準

【学びの変革プロジェクト】
　各教科における探究的な学びを深めていく足がかりとして、令和７年度入学
生から、総合的な学習の時間の内容について見直しを図り、地域（日野市）を
テーマにした探究学習を進めていく。また、令和６年度に学習・情報センター
として整備した学校図書館における探究学習を中心とした授業実践を行い、生
徒が個々の課題解決に取り組むことができる授業への変革を目指していく。

取組指標 成果指標
具体的方策

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

「総合的な学習の時間」において「地域（日野市）」をテーマ
に設定し、生徒自らが設定した課題に取り組ませる（1学
年）。学習・情報センターである学校図書館における授業実践
を積極的に行う。
言語活動・話し合い活動を充実させることで、生徒による自主
的な活動を展開する。授業の終末では振り返りを行わせ、自ら
の変容を確認させるとともに次に授業への見通しをもたせる。

「学びの変革プロジェ
クト」
自分に合った学びと学
び方を通じて、探究的
で深い学びを実現する

学指導要領に基づく適正な教育課程
の編成・実施及び授業と評価の一体
化を推進する。

中期経営目標 短期経営目標

「心の教育」の充実

確かな学力を基盤に、将来の夢に向かって主体的に学び向上しようとする生徒

確かな学力と社会性及び人権尊重の精神が身に付く学校

生徒理解に優れ、人権尊重の精神に基づいた教育活動を実践できる教師

特別支援教育と
不登校支援の充実

自己評価シート　

★学校の教育目標

【目指す生徒像】

【目指す学校像】　　

領域

・自他を認め合い尊重し合う学校
風土の形成
・いじめの未然防止と早期発見、
早期対応
・情報モラル教育の充実

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

キャリア教育の充実

・人権教育を推進し、お互いを尊重し合い、安心して学校生活
が送れる学校風土を作る。
・教職員の人権感覚を向上させ、言葉遣いに気を付けさせる。
・生徒の言語環境を整え、自他を尊重する精神を培う。
・「大坂上中学校いじめ防止基本方針」に基づき、定期的なア
ンケート実施や、生徒の様子について情報を共有することで、
いじめ予防と発生時の迅速な対応を組織的に行う。

人権尊重の視点に基づ
いた生活指導の徹底

・人権尊重の視点に立った教育活動
の実践
・道徳教育の充実
・公共心の育成
・あいさつ運動の推進

・人権尊重の視点に立った教育活動の充実を図ると共に、自他
の生命を尊重し、差別・偏見をなくす指導を行う。
・人権感覚に配慮した環境整備（掲示物、作品への配慮）を行
う。
・生徒が生命尊重をはじめとする道徳性を養うために、「考
え・議論する」道徳の授業を継続的に実践していく。
・生徒が学校のルールを守って生活できるよう、公共心の育成
を重点的に行う。
・日常的なあいさつの励行とあいさつ運動の推進を図る。

★重点計画の概要

　社会と
未来に開
き、みん
なでつく
る

保護者・地域との連携

・保護者、地域と連携した教育活動
の充実
・地域行事に積極的に参加する態度
の育成

・PTAや育成会等の協力を得ながら、特別活動や行事の充実を
図る。
・地域人材を活用し、道徳及び総合的な学習の時間の充実を図
る。
・地域行事に積極的に参加する態度を育成し、ボランティア精
神や公共心、地域貢献の意識の向上を図る。

　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

・生徒自らの力で生き方を選択して
く能力や態度の育成

・総合的な学習の時間でキャリア教育を充実させる。
・第２学年で職場体験を実施する。
・地域人材及び事業所を活用したキャリア教育を推進する。
・小中高の１２年間を見通したキャリアパスポートを活用す
る。

・生徒に対する適切な支援の提供
・不登校傾向の生徒への対応と支
援の充実

・校内委員会を活用し、生徒一人一人にとって効果的な支援の
具体策を検討し、実践していく。
・かしのきシート、個別支援計画を保護者と協力しながら丁寧
に作成し、継続した支援を実践していく。
・ステップ教室、リソースルームの充実により、生徒の学習意
欲と自己肯定感を高めていく。
・欠席が多い生徒に対しては、リソースルーム・ティー
チャー、学力向上支援員、家庭と子供の支援員を活用し、登校
支援教室の充実を図る。


